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インターバンクの声 （2014 年 10 月 9 日） 
 

昨日、東京市場のドル円相場は、108円台前半から 107円台後半に値を下げ

ていたが、国内投資筋からの買いもあって底割れはなかった。また、一部で

は GPIFからのフローも流れていたとの憶測もあった。また、ニューヨーク市

場では、特段大きなヘッドラインがない中、米債利回りの上昇と歩調を合わ

せる形で108円台後半までじりじりと上昇したものの、公表された FOMC議事

録が、世界経済減速リスク、ドル高が低インフレをもたらす可能性を指摘す

る記述があったためドル円は反落した。 

さて、本日は豪州雇用統計の発表がある。昨日の東京時間、「AUSTRALIA 

STATISTICS BUREAU TO REVISE  JULY, AUGUST JOBS DATA」とのヘッドライン

が流れると、豪ドルが弱含む場面もあり、修正分を含めた雇用統計には気を

付けておきたい。 
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